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子どもを病院に
連れて行き、
抗生物質をもらう

子どもをゆっくり
休ませて、飲食、睡眠が
とれるか様子をみる

1年前に風邪症状で
処方してもらった薬の残りを
子どもに飲ませる
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高田製薬　日本経済新聞　2022年1月　1C W380×H100.5 mm　CSM21122301

監修 松﨑 寛司
高田製薬は、患者さんや医療関係者の声に耳を傾け、医療ニーズに合った
医薬品の開発と情報提供で、健康な社会づくりに貢献します。

子どもの感染症のほとんどを、風邪（上気道感染）とおなかの風邪（急性胃腸炎）の2つが占めています。これらの風邪では発熱、
鼻水や咳などの呼吸器症状、下痢や嘔吐などの消化器症状などが起こりますが、大体3日間くらいで症状のピークを越えて、1週間
ぐらいかけて回復していきます。そのため、お子さんが風邪をひいた場合は、まずはゆっくりと休ませてあげて、飲み物や食べ物を
とることができるか、眠れているかなどの様子をみてあげましょう。もしお子さんが飲食や睡眠がとれない場合、ぐったりしている
場合には、一度医療機関を受診するようにしましょう。
お子さんの風邪で医療機関を受診した際、医師に「抗生物質を出してください」とお願いすることはありませんか？子どもの

風邪は、ほとんどがウイルスによるものです。風邪の原因としては、インフルエンザウイルスやRSウイルス、おなかの風邪の原因と
してはノロウイルスなどがよく知られています。しかし、ウイルスに抗生物質は効きません。抗生物質は細菌（ウイルスと大きさや
中身が異なる）を退治するための薬で、細菌が原因となった咽頭炎や中耳炎、そして肺炎等と診断され、治療に必要と判断されたと
きに処方されます。
受診した医療機関で抗生物質を処方された場合は、医師の指示に従い、服用回数・期間を守り、お子さんにきちんと最後まで

飲ませてください。「もう子どもが元気だから」と判断して、途中で抗生物質の服用をやめてしまうと、症状がぶり返したり、お子さんの
からだの中で抗生物質が効きにくい細菌（薬剤耐性菌）が生き残ってしまい、将来的にその抗生物質が効きにくくなったりする恐れ
があります。医師は、その時の子どもの症状や体重から、都度、その子に合った薬を処方します。以前と同じ症状だからといって残って
いる薬を使うと、悪さをしている細菌を退治する薬でなかったり、成長に伴い体重が増えて、以前の薬の量では足りなかったりする
ことがあるので、残しておいた手元の薬を服用することは基本的にやめましょう。
感染症にかからないために、日頃からの手洗いうがいや規則正しい生活を心がけ、小児ワクチンも推奨期間内に接種できると

よいですね。薬は、抗生物質に限らず、用法用量を守り、正しく服用するようにしましょう。

子どもの風邪の
初期対応として正しいのは
次のうちどれでしょうか?
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⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/202201_2_1.pdf

